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群馬菱の実会･月刊機関紙（ホームページ連動） 

http://www18.ocn.ne.jp/~hishimig/ 

２０１１-６-１ 

 

＜内田新所長の従業員向けご挨拶から抜粋してご紹介します＞ 

就任ご挨拶         馬電所長  内田 敏彦 

まず、去る３月１１日に発生しました東北地方太平
洋沖地震につきましては東北地方を中心に多く
の被害を受け、今なお多くの方がご苦労をされて
いることに対して、心よりお見舞いを申し上げたい
と思います。当所においても電力会社による計画
停電での変則就業を余儀なくされ、無理なお願
いに対して快く生産の遂行にご協力いただいたこ
とに深く感謝いたします。また、計画停電に加え、
部品納入についても課題のある部品があり、お実
様への商品の安定供給に全力を尽くすべく、引き
続いての皆さんのご協力を切にお願いする次第
です。 
 さて、昨年度（２０１０年度）馬電は２００８年度以
来３年連続の黒字化を果たすことができました。 
これもひとえに馬電に働く全ての皆様方の、計画
を達成しようという執念の賜物と感謝いたします。 
昨年度を振り返りますと、７月に開催されたＤＱ

小集団活動発表全社大会での最優秀賞獲得、ま
た 9 月 10 日には給湯機累計生産台数 400 万台
達成など大変喜ばしい出来事がありました。 
一方、残念なこともいくつかあり、安全面では昨

年６月、９月と不休災害を発生させてしまったこと 
品質面では、昨年 5 月に発売したＡ5 タイプにお
いて、目標設定した不良率を超過したことが挙げ
られます。 
上述の背景を踏まえつつ、今年度から、「Jump 
Up 馬電 ～QCD のワンランクアップにチャレン
ジ!!～」というスローガンの下、所内全体で活動に

 

この４月より所長職を拝命致しました内田です。前任の長谷川所長には
馬電の黒字化定着に向け、粘り強くこの馬電の体質改善を図っていた
だきましたが、更にその体質をより強固なものにし、馬電を一流の製作
所にしていくことが私の使命と考えます。どうかよろしくお願いします。 

取り組んでいきたいと思っています。QCD とは、
「品質(Q)」、「コスト(C)」「納期(D)」のことであり、も
のづくりをはじめとするあらゆる業務の基本と言
われるものです。このQCDいずれの面において
も、今よりももう一段高いランクに皆さんと一緒に
チャレンジしていきたいと思っています。 
 その中で２０１１年度以降、まず馬電が目指すこ
とは、①「高品質体制の確立」、②「高収益体質
の確立」です。 

＜中略＞ 
これら活動のキーとなるのがスピードです。い

くら立派な成果を挙げてもタイミングを失しては
何にもなりません。「スピードを重視して判断、行
動する」、「執念をもって出来るまでやる」、これが
重要です。 
 最後に「安全」、「倫理・遵法」そして「品質」が
第一であることを常に頭に入れて行動してくださ
い。いくら高収益の強固な事業体質を確立して
も、これらの問題が発生すれば、企業としての信
頼は一瞬にして崩れ、今まで積み上げてきた努
力は水泡に帰してしまいます。工場は「安全第
一」、企業は「倫理・遵法第一」、製品は「品質第
一」、そして従業員の皆さんは「健康第一」です。 
 この地で働く我々全員の総力を結集し、常に
Change を意識して、馬電が安定的にしっかりとし
た利益を生み続ける一流の製作所になるよう、
Challenge していきましょう。 
 
 

 

 

なお、長谷川前所長の異動先は、三菱電機住環境

システムズ(株)(LE)東京社 支社長です。 

新たに「菱の实会版 twitter」のコーナーを設けました。街でひろったあんなこと、こんなこと、ちょっといい話、
ほっとけないこと、愚痴、提言 ・・・・・ など、なんでもつぶやいて下さい。文字数は一般のtwitter と同じ １４０
字以内。ハンドルネーム(ニックネーム)を添えて、メールやメモで事務局あてどしどしお寄せ下さい。 
 

・ いよいよ暑い夏、節電の夏の到来。今日も暑い。いつもならエアコンを入れるが、扇風機を出して使ってみ

た。意外や意外、とても心地いい。扇風機を見直した。今年は出来るだけ扇風機でいこう。     (アラ古希) 

・ テレビの地震速報のテロップが、コマーシャルの間だけ消えた。スポンサーへの配慮なのか。TV 局は視聴

者とスポンサーのどちらが大事なのか。緊急地震速報の時はどうするのか。心配になってきた。 (アラ古希) 
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役員名 氏 名 役割分担、担当 

会  長 境野 賢治 菱の实会だより編集・発行責任者 

副会長 
上村 統久 菱の实会だより編集担当 群馬菱の实会名簿管理担当 

二宮平太郎 兼事務局長 菱の实会だより編集担当・親睦旅行リーダー 

会  計 
高橋 勝美 菱の实会だより編集・グラウンドゴルフ愛好会リーダー・親睦旅行担当 

窪田 秀治 菱の实会だより編集担当・囲碁愛好会担当・慶弔担当 

幹  事 

 

 

 

 

江川八郎（カラオケ愛好会担当・親睦旅行担当）   星野安正（囲碁愛好会リーダー） 

大橋 浩（カラオケ愛好会リーダー・親睦旅行担当）  小林昌樹（麻雀愛好会担当） 

川口 博（ゴルフ愛好会担当）   関根詔三（ゴルフ愛好会担当） 

竹沢 宏（ゴルフ愛好会リーダー） 柳沢勝利（グラウンドゴルフ愛好会担当） 

 高柳静雄（菱の实会だより編集担当・ボランティアリーダー） 

 篠崎辰夫（菱の实会だより、菱の实ホームページ編集作成専任・パソコンサークルリーダー） 

高橋勝美、 窪田秀治、 細野孝雄、 荒井昭三 

会計監査 細野 孝雄（パソコンサークル担当）  荒井 昭三（麻雀愛好会リーダー） 

顧  問 大谷 清輔 ボランティア担当 

【 新入会員紹介 】 

 

滝口 修二さん（平成２３年４月入会） 伊勢崎市除ケ町 

 

 

群馬菱の实会に今度、新たに入会いたしました瀧口修二です。 

どうぞ宜しくお願い致します。 

【私の経歴紹介】      

・1969年 4月 1日     三菱電機㈱馬電入社   

・1980年 10月 16日まで 馬電 工作第二課プレス係  

・1986年 3月 31日まで  馬電 工作部工程課   

・1986年 4月 1日から   ＭＨＫ出向 製造部工程課  

・2011年 3月 31日     三菱電機㈱定年退職 

・2011年 4月 1日      ＭＨＫ嘱託として契約   

馬電１７年間、ＭＨＫ２５年間、計４２年間はひとえに先輩や同僚の 

ご協力があったことの一言に尽きます。  

今後も群馬菱の实会でお世話になります。若僧ですがご指導願います。 
 

先日は喜寿のお祝い有難うございました。 
私も平成 6 年に定年退職して以来今日まで大過なく年を重
ねております。時に 66 年前にタイムスリップした様な大惨事
に遭遇して、今日迄の平穏無事が急変いたしました。此れ
からは、身辺に留意し、残された人生を一歩一歩進んで行こ
うと思って居ります。最後に馬電及び菱の实会の更なる発展
と会員の皆様の御多幸を祈念いたします。 
     平成 22年 4月吉日          谷藤 武司 

先日は喜寿のお祝い有難うございました。 
退職後は、地域の役などをしながら、野菜作りや洋ランの手
入れの合間にボランティアなどをしています。又健康作りに
散歩やグラウンドゴルフをして楽しんでいます。皆さんによ
ろしく。 

平成 22年 4月吉日          茂木 鶴次 
 

 

 

【 平成２３年度群馬菱の実会 役員 】 総会でご承認頂いた今年度役員をご紹介します 
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● 今月の『細野水彩画廊』： 「イギリス・虹の湖水地方」（菱の実会ホームページでご覧下さい）  

【 会員投稿 】 

 
「計画停電とホームページ」 ・・・ 情報弱者にならないために    篠崎 辰夫 

 
 

最初はさっぱり訳がわからなかった。十分な事前予告のないまま唐突に实施された「計画停電」。 
震災によるやむを得ないこととはいえ、東電ともあろう大企業が、あまりにお粗末な対応だった。 
何グループなのか、いつやるのか、やるのかやらないのか、先々どうなるのか・・・説明もさっぱり要領
を得ない。グループ別計画を表やカレンダーにして示せばわかりやすいのに、口頭の説明ばかりで
痒いところになかなか届かない。加えてマスコミ記者の的外れな質問が混乱に一層拍車をかけた。テ
レビの報導も表面的で物足りない。しつこい「AC」のコマーシャルばかりが印象に残った。 

なにより困ったのは、計画されていても实際にやるかどうかは前日又は直前までわからないこと。東電

に言わせると、電力の需給のバランスと見通しをぎりぎりまで見て、出来るだけ停電しないように配慮
するためという。その配慮が混乱の元にもなっている。「無計画停電」なんて言われた。 

幸いその後節電が進んで、３月１４日から始まった計画停電は４月８日で事实上終了した。この間停
電が实施されたのは、我々のグループでは３回。近くで１回も实施されなかった所もある。あれだけ騒

いでなんだったのか・・・。人々はみんな過剰反応して自衛策に走った。スーパーには長い行列が出
来、売り場の棚から米やパン、カップ麺、トイレットペーパーなどが消えていった。交通機関は乱れ、
企業や商店も大打撃を受けた。停電そのものは尐なかったが、その代償はあまりにも大きかった。 
計画停電はなくなったが、これから夏場には、大規模な電力使用制限が待っている。 

ところで、今回の計画停電では、インターネットのホームページが大変役に立った。言うまでもなくホ
ームページは情報の宝庫。わからないことは何でも教えてくれる。東電のホームページも当初より大
分充实してわかり易くなってきた。電力使用量と供給能力、前年比較などがグラフで 1 時間毎に刻々
と表示され、さらにいつ電力使用がピークを迎えるかの「電気予報」も始まった。(下図参照) 

このようにホームページはテレビ、新聞などの情 

報を補い、痒いところにどこまでも導いてくれる。 
しかもネット環境さえあればすべて無料。ただホ 

ームページを利用するには、パソコンにインター 
ネットをつないでそれなりの操作をしなければな 
らない。お年寄りなどにはまだまだ敷居が高い。 

この計画停電が始まった時、市の放送による告 

知があった。要領を得ない説明のあと、「詳しくは 
市または東京電力のホームページをご覧下さい 
・・・」。誰もがネットを利用しホームページを見て 
いる前提の放送内容。ネットを利用していない人 
やわからない人はどうするのか。隣近所はお年 
寄りが多く、ネットなんかわからない人ばかり。 
みんな怒っていた。しかし怒ってばかりはいられ 

ない。世の中はどんどん進んでいる。 

図らずも、ホームページの果たす役割りが大きくなる一方で、ネットを利用しない人が情報弱者となっ
ている現实を目の当たりにした。今やホームページでの情報伝達は当り前、ネットを利用しないと情
報弱者となって置いてきぼりにされてしまう、そんな時代になってきているような気がする。 
もう「インターネットはやってない、わからない、面倒だ」・・・なんて言っていられない。そのうちややこ
しいことはみんな、「詳しいことはホームページをご覧下さい」・・・で済まされてしまうだろう。 

という訳で、今回の「計画停電」から「ホームページ」の果たす役割りと重要性を改めて实感した次第。 
「情報の質と量だけ若返る」とも言われている。ホームページを活用しよう。情報弱者にならないために。 
 

 

 

 

＜中学校の数学＞  中学１年の方程式の応用問題 （方程式をたてて答えなさい） 

・ある数と５との和の３倍は、もとの数の７倍から１を引いたものに等しい。もとの数を求めよ。 

http://www18.ocn.ne.jp/%7Ehishimig/hosono2011-06.pdf


No．２１８ （４） 

◇ お し ら せ ◇ 

 日時 場所 申込み、その他 

６月の囲碁愛好会 
６月１３日（月） 

９：３０～ 
赤城倶楽部 ご自由にご参加下さい 

６月の麻雀会 
６月９日（木）２３日（木） 

９：３０～１７：００ 

赤城倶楽部 

会費 1０００円 

申込み 6/7 日、21 日まで  
荒井昭三（0276-52-0803） 
小林昌樹（0276-38-0964） 

７月の 

グラウンドゴルフ例会 

６月２０日（月） 
９：３０（集合９：１５） 

利根Ｇ/Ｃ場 
(会費:無料) 

希望者は直接会場へ 
雨天中止 

ゴルフ愛好会例会 
８月上旬、大間々カントリークラブで予定。 
詳細は次号で。 

川口（56-2678）関根（31-8410） 
長谷川（0270-74-2056） 
竹沢 宏（52-2271）  

７月のカラオケ月例会 ７月４日（月） 
１７：３０～２０：３０ 

「まねきねこ」 
0276-52-3450 

申込み： ５月 28 日まで 
大橋  浩（0276-52-3866） 
江川八郎（0276-52-1886） 

７月のパソコンサークル 
７月４日（月） 

１３：３０～１５：３０ 
労組会議室 ご自由にご参加下さい 

７月の幹事会 ７月４日（月）１５：３０ 労組会議室 <中学校の数学> 

３（Ｘ+５）＝７Ｘ-１  答４ 
６月の編集委員会 ６月２０日（月）１３：３０ 労組事務室 

 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 

 
 
 

 
 
    
 

発  行    ２０１１―６―１  No.２１８                 発行責任者  境野 賢治 

● 編集：「菱の実会だより」編集委員会  ● 事務局 三菱電機労働組合群馬支部内 

〒370-0492 群馬県太田市岩松町 800    ℡ 0276-52-3874 Fax 0276-52-3207 

 

編集後記 

＜次号配布予定日＞ 発行日：７月１日。 ●ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞは７月１日更新予定。●メール便及び菱の实会員宅配は 

７月５日頃配送予定です（宅配者の都合で多尐の遅れはご容赦下さい） 

大大小小ごご宴宴会会･･ごご会会食食  

５５２２－－００１１１１２２  

                           

この「菱の实会だより」をパソコンでご覧になっていますか、それとも緑の封筒を開けて見ておられ
ますか？ パソコンで見て頂いている方は、会員全体の３分の１なのです。総会の挨拶で「菱の实だ
より」の宅配をして下さる方々へ、配送料の低減に貢献している事の感謝を申し上げましたが、パソコ
ン配信は更にその費用削減がかないます。 
毎月１日に「菱の实会ホームページ」から、綺麗なカラーで便利さを盛込んで編集されている便りを
ご覧になれます。紙面の都合で掲載出来なかった記事の他に歌あり笑いあり、ためになる情報満
載の楽しいホームページです。 
ご家族の方でパソコンメールをお持ちでしたら、そちらから覗けます。ご覧になれるメールアドレス
を事務局にご連絡下さい。数倍楽しい菱の实情報をお届け致します。          (境野 記) 

 

 


